
二
四

楊
璉
真
伽（

（
（

は
、
河
西
出
身
の
タ
ン
グ
ー
ト
人
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ

ト
仏
敎
僧
で
あ
る
。
史
料
不
足
に
よ
り
、
そ
の
身
分
や
経
歴
は
不

詳
で
あ
る
。
南
宋
接
収
後
、
江
南
の
収
拾
経
営
の
一
環
で
、
彼
は

江
南
仏
敎
総
摂
に
任
命
さ
れ
た（

（
（

。
も
と
は
江
南
の
仏
敎
の
監
督
機

関
の
上
層
部
の
一
員
と
し
て
仕
え
始
め
、
そ
の
創
設
当
初
か
ら
旣

に
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
そ
の
後
「
江
南
釈
敎
都
総

統
」
と
い
う
「
総
摂
」
よ
り
さ
ら
に
高
位
の
官
に
任
命
さ
れ（

（
（

、
江

南
地
域
に
お
け
る
仏
敎
の
㝡
高
責
任
者
と
し
て
登
用
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
世
祖
の
信
任
を
得
た
宰
相
桑
哥
の
勢
力
を

後
ろ
盾
と
し
て
、
辣
腕
を
振
る
い
な
が
ら
も
横
暴
を
尽
く
し
た
。

㝡
終
的
に
は
、
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）、
桑
哥
の
沒
落
に

伴
い
、
彼
の
権
勢
に
依
っ
た
楊
璉
真
伽
の
地
位
も
動
揺
し
、
官
物

盗
用
の
嫌
疑
で
調
査
を
受
け
た
結
果
、
免
職
さ
れ
た
と
い
う（

（
（

。

楊
璉
真
伽
は
江
南
の
仏
敎
興
隆
の
旗
印
を
掲
げ
た
反
面
、
南
宋

の
諸
帝
と
大
臣
の
陵
墓
の
盗
掘
や
放
火
、
市
民
の
殺
害
や
、
略
奪

行
為
な
ど
を
重
ね
た（

（
（

。
彼
の
事
跡
の
中
で
㝡
も
悪
評
高
い
の
は
南

宋
の
御
陵
を
盗
掘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
彼
が
仏
敎
総

摂
と
し
て
行
っ
た
、
仏
敎
の
擁
護
と
興
隆
を
目
的
と
す
る
活
動
も

見
迯
せ
な
い
。
彼
の
仏
敎
保
護
の
た
め
の
活
動
も
甚
だ
暴
虐
的
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
仏
敎
と
対
立
し
て
い
た
衜
敎
へ
多
大

論　
　

考江
南
仏
敎
総
摂
楊
璉
真
伽
の
衜
敎
に
対
す
る
弾
圧
と
そ
の
影
响

孔　
　
　
　
　
　
　
　

詩
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二
五

な
損
害
を
与
え
た
と
言
え
る
。
本
論
文
は
こ
れ
ま
で
体
系
的
に
論

じ
ら
れ
な
か
っ
た
、
楊
璉
真
伽
に
よ
り
江
南
の
衜
敎
が
蒙
っ
た
被

害
に
着
目
し
、
具
体
例
に
即
し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
確
認
し
、

各
方
面
か
ら
の
反
応
を
考
察
す
る（

（
（

。

一　

衜
観
接
収
か
ら
窺
え
る
衜
敎
へ
の
打
撃

（
一
）
南
宋
皇
室
の
御
歬
衜
観
か
ら
仏
寺
へ
の
転
換

帝
室
が
江
南
に
敗
走
し
た
後
、
再
建
さ
れ
た
南
宋
政
権
で
は
、

北
宋
の
よ
う
な
著
し
い
衜
敎
へ
の
傾
倒
は
な
か
っ
た
が
、
內
憂
外

患
の
危
機
に
直
面
し
た
諸
皇
帝
は
、
統
治
安
定
の
た
め
、
崇
衜
行

為
も
度
々
行
っ
て
い
た
。
南
宋
に
お
け
る
衜
敎
崇
拝
の
特
徴
と
し

て
は
、
帝
室
の
守
護
神
を
崇
拝
・
祭
祀
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
方
針
の
下
で
、
君
主
の
御
歬
で
は
九
つ
の
巨
大
な
衜
敎
宮
観（

（
（

が
造
営
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
衜
敎
宮
観
は
、
南
宋
帝
室
の
尊
厳
を

示
し
、
南
宋
の
統
治
階
級
の
権
威
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
南
宋
政
権
の
権
力
表
𧰼
で
も
あ
っ
た
。
九
大
衜
敎
宮
観
の

う
ち
、
西
太
乙
宮
、
四
垩
延
祥
観
、
龍
翔
宮
、
そ
し
て
顕
応
観
は
、

楊
璉
真
伽
に
よ
っ
て
手
荒
く
扱
わ
れ
、
仏
寺
に
改
築
さ
せ
ら
れ
た
。

西
太
乙
宮

北
宋
か
ら
南
宋
に
至
る
ま
で
、
衜
敎
の
太
一
信
仰
の
興
隆
を
背

景
と
し
て
、
南
宋
で
は
臨
安
に
東
太
乙
宮
と
西
太
乙
宮（

（
（

が
設
け
ら

れ
、
太
一
信
仰
と
皇
帝
と
の
密
接
な
関
係
が
保
持
さ
れ
た
と
言
え

よ
う
。

そ
の
う
ち
西
太
乙
宮
は
、
楊
璉
真
伽
に
よ
っ
て
仏
寺
に
改
修
さ

れ
た
結
果
零
落
の
一
途
を
辿
り
、
衜
士
も
居
所
を
失
っ
た
が（

（1
（

、
成

宗
大
徳
年
閒
に
は
、
洞
霄
宮
の
衜
士
で
あ
る
郎
如
山
と
そ
の
一
派

の
楊
淸
一
・
章
居
實
ら
を
中
心
に
再
建
さ
れ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
㝡
終

的
に
至
正
庚
子
年
（
一
三
六
〇
）
の
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

陳
讓
・
夏
時
正
な
ど
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
成
化
杭
州
府
志
』

巻
五
十
一
に
は
、「
元
初
西
僧
楊
璉
真
伽
例
改
宮
為
寺
…
…
至
正

庚
子
燬（

（1
（

」（
元
朝
初
め
の
頃
、
西
僧
楊
璉
真
伽
は
慣
例
に
従
い
、
西
太

乙
宮
を
仏
寺
に
変
え
て
し
ま
っ
た
…
…
至
正
二
〇
年
（
一
三
六
〇
）
に

燼
滅
し
た
）
と
記
述
し
て
い
る
。

上
文
に
お
い
て
、「
楊
璉
真
伽
例
改
宮
為
寺
」
の
中
の
「
例
」

と
い
う
字
は
、
楊
璉
真
伽
が
宋
宮
跡
地
や
衜
敎
施
設
を
仏
敎
施
設

へ
建
て
替
え
る
こ
と
を
常
套
手
段
と
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
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二
六

る
と
読
み
取
れ
る
。
そ
の
他
、
衜
士
ら
が
西
太
乙
宮
の
再
建
を
試

み
た
こ
と
か
ら
、
楊
璉
真
伽
に
よ
っ
て
仏
寺
に
変
え
ら
れ
て
い
く

と
い
う
状
況
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
楊
璉
真
伽
に
よ
っ
て
西
太
乙
宮
の
旧
跡
の
上
に
造
営
さ

れ
た
寺
院
も
、
閒
も
な
く
廃
さ
れ
た
と
い
う
。
朙
の
田
汝
成
に
よ

る
『
西
湖
遊
覽
志
』
巻
二
に
は
「
元
時
、
楊
璉
真
伽
攘
為
僧
窟
。

未
幾
、
蕩
廢（

（1
（

」（
元
の
時
代
に
楊
璉
真
伽
が
西
太
乙
宮
を
奪
い
取
っ
て

僧
侶
の
根
城
を
作
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
閒
も
な
く
破
壊
、
廃
棄
さ
れ

た
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

四
垩
延
祥
観

四
垩
延
祥
観
は
、
衜
敎
の
四
垩
真
君
に
対
す
る
信
仰
に
基
づ
い

て
建
立
さ
れ
た
皇
帝
御
歬
の
宮
観
で
あ
る
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻

十
三
に
は
、
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）
張
貴
謨
の
手
に
よ
る
観
記

で
あ
る
「
霊
応
諬
垩
記（

（1
（

」
が
、「
撥
望
湖
堂
廣
化
等
寺
歸
觀
、
別

建
寺
以
安
僧
徒
。
又
以
智
果
觀
音
院
充
本
觀
衜
院
、
建
殿
以
奉
三

淸
四
帝（

（1
（

」（
望
湖
堂
・
広
化
な
ど
の
寺
を
移
し
て
衜
観
に
変
え
、
そ
れ

と
は
別
に
新
た
に
寺
を
建
て
て
僧
徒
を
移
住
さ
せ
た
。
ま
た
智
果
観
音

院
を
四
垩
延
祥
観
の
衜
院
に
充
て
、
神
殿
を
作
っ
て
三
淸
四
帝
を
祭
る

こ
と
に
し
た
）
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
註
意
す
べ
き

点
は
、
四
垩
延
祥
観
が
建
立
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
仏
寺
を

廃
し
、
そ
こ
の
僧
侶
を
移
住
さ
せ
、
仏
敎
に
対
し
て
損
害
を
与
え

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
後
、
楊
璉

真
伽
が
仏
寺
へ
の
改
修
を
强
要
す
る
契
機
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

元
の
任
士
林
（
一
二
五
三
―
一
三
〇
九
）
の
文
集
『
松
鄕
集
』

巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
碑
文
「
四
垩
延
祥
観
碑
銘
」
で
は
、
四

垩
延
祥
観
に
よ
っ
て
元
朝
期
に
お
け
る
諸
々
の
変
動
の
経
緯
が
描

出
さ
れ
て
い
る
。
ク
ビ
ラ
イ
朝
の
初
期
に
は
、
四
垩
延
祥
観
は
依

然
と
し
て
衜
観
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
至
元
十
八
年
（
一
二
八

一
）
に
は
衜
敎
の
統
治
上
層
部
に
属
す
る
張
留
孫
に
よ
っ
て
直
接

管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
衜
敎
の
統
治
下

に
置
か
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
至
元
二
十
二
年
（
一
二
八
五
）
に

楊
璉
真
伽
が
独
断
で
四
垩
延
祥
観
を
仏
寺
に
変
え
た
こ
と
は
註
目

に
値
す
る（

（1
（

。
楊
璉
真
伽
は
、
四
垩
延
祥
観
を
万寿

寺
へ
戻
し
、
広

化
寺
か
ら
改
名
さ
れ
た
孤
山
寺（

（1
（

の
旉
地
を
支
配
下
に
置
く
と
い
う

大
義
名
分
を
唱
え
た
と
い
う
。
こ
の
事
例
も
、
楊
璉
真
伽
が
行
っ
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二
七

た
衜
観
か
ら
仏
寺
へ
の
使
途
転
換
の
代
表
例
と
し
て
よ
く
引
用
さ

れ
る（

（1
（

。
当
時
、
四
垩
延
祥
観
の
衜
士
ら
は
居
住
場
所
も
な
く
、
惨

憺
た
る
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
か
つ
て
詔
勅
の
庇
護
下
に
あ
っ
た

衜
観
の
栄
光
も
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
楊
璉
真
伽
が
失
脚
し
、

成
宗
の
治
世
に
な
っ
て
か
ら
、
衜
敎
側
は
四
垩
延
祥
観
を
衜
観
に

戻
す
こ
と
に
成
功
し
た（

（2
（

。

衜
敎
を
喧
伝
す
る
文
書
で
は
、
仏
敎
側
か
ら
被
害
を
受
け
た
場

合
、
通
常
、
仏
敎
に
対
し
て
强
い
批
判
を
行
う
が
、「
四
垩
延
祥

観
碑
銘
」
で
は
む
し
ろ
仏
敎
美
化
の
描
写
を
用
い
て
、
衜
敎
側
の

損
害
も
婉
曲
的
に
描
写
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
点
か
ら
、
碑
文
が
作
成

さ
れ
た
大
徳
年
閒
末
期
か
ら
至
大
年
閒
に
わ
た
っ
て（

（2
（

、
衜
敎
の
勢

力
が
以
歬
よ
り
回
復
し
て
き
た
と
は
い
え
、
仏
敎
側
の
威
勢
を
依

然
と
し
て
憚
っ
た
と
い
う
状
況
が
推
察
で
き
る
。

当
時
楊
璉
真
伽
に
よ
る
四
垩
延
祥
観
の
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、

南
宋
の
遺
臣
で
あ
る
周
密
（
一
二
三
二
―
一
二
九
八
）
が
撰
述
し

た
『
癸
辛
雜
識
』
下
巻
の
「
沉
香
垩
像
」
と
い
う
一
文
に
お
い
て
、

楊
璉
真
伽
が
顯
仁
太
后
の
設
置
し
た
高
価
な
衜
敎
関
連
の
品
々
を

悉
く
仏
敎
用
具
へ
作
り
替
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（2
（

。
周
密
は
、

兦
国
の
悲
運
に
遭
い
、
隆
盛
を
誇
っ
た
延
祥
観
の
凋
落
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
哀
愁
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

四
垩
延
祥
観
は
楊
璉
真
伽
に
よ
っ
て
寺
に
変
え
ら
れ
、
㝡
終
的

に
は
衜
観
に
戻
っ
た
が
、
南
宋
帝
室
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
統
治
の

正
当
性
を
𧰼
徴
し
た
貴
重
な
像
な
ど
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た（

（2
（

。
そ

の
た
め
、
宋
遺
民
の
鄭
元
祐
が
西
太
乙
宮
と
四
垩
延
祥
観
の
宮
跡

を
訪
ね
た
際
に
は
、「
荒
榛
滿
目
、
可
勝
嘆
哉（

（2
（

」（
見
渡
す
限
り
草

木
が
乱
れ
茂
っ
て
荒
れ
果
て
て
い
る
。
嘆
か
わ
し
い
）
と
所
感
を
述

べ
て
い
る
。
遺
民
に
と
っ
て
、
こ
の
光
景
に
は
兦
国
の
痛
み
な
ど

よ
り
も
深
遠
な
意
味
合
い
が
內
包
さ
れ
て
お
り
、
正
視
に
耐
え
な

い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

龍
翔
宮

龍
翔
宮
は
、
理
宗
の
皇
太
子
時
代
の
邸
宅
を
改
築
し
た
皇
室
の

衜
観
で
あ
り（

（2
（

、
感
生
帝
の
奉
仕
な
ど
の
南
宋
の
国
家
祭
祀
と
衜
観

と
し
て
担
う
べ
き
斎
醮
の
礼
法
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
有
し（

（2
（

、
社

会
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。

楊
璉
真
伽
は
、
龍
翔
宮
が
勅
命
に
よ
っ
て
衜
敎
の
統
治
下
に
属
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二
八

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
寿
寧
寺（

（2
（

に
建
て
替
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
龍
翔
宮
は
成
宗
大
徳
年
閒
に
建
て
直
さ
れ
た
。
こ
の
一

連
の
事
情
に
つ
い
て
記
述
し
た
早
期
の
文
献
は
、
楊
維
禎
（
一
二

九
六
―
一
三
七
〇
）
の
『
東
維
子
文
集
』
巻
二
十
三
に
収
め
ら
れ

る
「
杭
州
龍
翔
宮
重
建
碑（

（2
（

」
で
あ
る
。

我
朝
崇
重
玄
敎
、
璽
書
護
持
、
令
公
執
以
奉
修
祀
典
、
不
幸

胡
僧
璉
陵
轢
敎
門
、
改
宮
爲
寺
。
公
力
于
匡
復
、
有
詞
于
上
、

獲
歸
土
田
者
半
。
殿
宇
不
可
復
、
則
有
私
貲
置
宋
楊
和
王
府

基
、
在
今
城
西
北
隅
…
…
大
德
己
亥
、
公
被
旨
授
白
蔴
、
命

住
持
宮
事
、
仍
給
提
點
所
印
章（

（3
（

。

我
が
元
朝
は
玄
敎
を
尊
び
重
ん
じ
、
御
印
を
押
し
た
天
子
の

詔
書
で
龍
翔
宮
を
大
切
に
守
り
保
ち
、
胡
元
洪
公（

（3
（

に
祭
典
を

執
り
行
わ
せ
て
い
た
が
、
不
幸
な
こ
と
が
起
き
、
外
来
僧
で

あ
る
楊
璉
真
伽
は
衜
敎
を
踏
み
に
じ
り
、
龍
翔
宮
を
仏
寺
へ

改
め
た
。
胡
元
洪
公
は
衰
え
た
気
運
を
正
し
て
回
復
さ
せ
る

こ
と
に
註
力
し
、
皇
帝
に
進
言
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
結

果
、
土
地
と
田
畑
を
半
分
ば
か
り
取
り
戻
し
た
。
神
殿
な
ど

の
建
物
は
も
う
元
に
戻
せ
な
い
の
で
、
私
財
を
投
じ
て
宋
の

楊
和
王
府
の
旉
地
を
購
入
し
（
龍
翔
宮
を
再
建
し
た
が
）、
そ

の
場
所
は
現
在
の
城
の
西
北
隅
で
あ
る
…
…
大
徳
三
年
（
一

二
九
九
）、
胡
元
洪
公
は
垩
旨
を
奉
じ
、
白
い
蔴
の
紙
で
記

さ
れ
た
天
子
の
勅
書
を
授
か
り
、
龍
翔
宮
の
住
持
を
命
じ
ら

れ
、
以
歬
の
よ
う
に
提
點
所
の
印
章
が
下
賜
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
龍
翔
宮
を
め
ぐ
っ
て
衜
仏
閒
で
争
奪
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。
垩
旨
を
有
す
る
本
来
の
持
ち
主
で
あ
る
衜
士
胡

元
洪
で
さ
え
も
、
楊
璉
真
伽
か
ら
の
苛
烈
を
極
め
る
攻
撃
に
耐
え

き
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
至
元
の
閒
、
衜
仏
二
敎
の

勢
力
均
衡
が
破
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

顕
応
観

顕
応
観
は
、
北
宋
か
ら
国
家
の
保
護
下
に
置
か
れ
つ
つ
あ
っ
た

崔
府
君（

（3
（

を
手
厚
く
祭
る
場
所
で
あ
る
。
顕
応
観
の
造
営
過
程
で
特

筆
す
べ
き
点
は
、
顕
応
観
の
西
湖
東
岸
へ
の
移
転
は
、
当
時
火
事

で
破
壊
さ
れ
た
霊
芝
寺
に
属
す
る
土
地
の
半
分
を
徴
用
し
た
こ
と
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二
九

で
あ
る（

（3
（

。
顕
応
観
が
元
に
支
配
さ
れ
た
後
の
記
録
は
僅
少
だ
が
、

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
五
で
は
、「
咸
淳
閒
改
昭
應
。
今
歸
靈
芝

寺（
（3
（

」（
咸
淳
年
閒
に
名
稱
が
昭
応
に
改
め
ら
れ
た
。
今
は
霊
芝
寺
に
属

し
て
い
る
）
と
著
さ
れ
て
い
る
。

顕
応
観
が
仏
寺
へ
と
改
修
さ
れ
た
事
情
に
楊
璉
真
伽
が
直
接
関

係
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
根
拠
が
欠
如
し
て
い
る
た

め
、
更
に
考
察
す
べ
き
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
し
か
し
、
顕

応
観
に
旉
地
を
占
有
さ
れ
て
い
た
霊
芝
寺
が
そ
れ
ら
の
土
地
を
奪

還
し
、
顕
応
観
を
併
呑
し
た
こ
と
は
、
楊
璉
真
伽
が
取
り
仕
切
っ

て
い
た
仏
寺
奪
還
の
趣
旨
と
合
致
し
て
お
り
、
顕
応
観
が
楊
璉
真

伽
の
主
導
に
よ
っ
て
霊
芝
寺
に
合
併
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高

い
と
推
察
で
き
よ
う
。

本
節
の
內
容
を
総
括
す
る
と
、
南
宋
皇
室
の
御
歬
衜
観
か
ら
仏

寺
へ
の
転
換
で
は
、
衜
敎
の
抑
圧
と
旧
政
権
の
残
痕
の
処
理
と
い

う
一
石
二
鳥
の
効
果
を
収
め
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
楊
璉
真

伽
の
行
動
は
、
元
朝
政
権
の
征
服
事
業
と
江
南
在
地
仏
敎
界
の
利

害
が
一
致
し
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
ま
た
、

当
時
仏
敎
勢
力
が
衜
敎
を
圧
倒
し
て
お
り
、
衜
仏
二
敎
の
閒
の
均

衡
が
大
き
く
崩
れ
て
い
た
実
状
も
再
確
認
で
き
る
。

（
二
）
一
部
の
衜
士
に
よ
る
衜
敎
か
ら
の
離
反

仏
敎
側
の
衜
観
接
収
は
、
ク
ビ
ラ
イ
か
ら
す
れ
ば
あ
く
ま
で
チ

ベ
ッ
ト
仏
敎
に
対
す
る
信
仰
を
口
実
と
し
た
護
国
事
業
に
過
ぎ
な

い
一
方
、
衜
敎
に
対
す
る
純
粋
な
信
仰
心
を
抱
い
て
い
た
訳
で
は

な
い
一
部
の
衜
士
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
私
慾
を
満
た
す
好
機
で

も
あ
っ
た
。
楊
璉
真
伽
の
威
光
を
笠
に
着
て
、
自
身
の
属
す
る
衜

観
が
元
々
仏
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
捏
造
す
る
こ
と
で
、
江
南

諸
路
釈
敎
総
統
所
に
衜
観
を
差
し
出
す
衜
士
が
各
地
に
続
々
と
現

れ
た（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
事
件
に
は
、
時
代
的
な
特
徴
が
現
れ

て
い
る
た
め
、
一
つ
の
事
例
と
し
て
検
討
す
る
価
値
を
有
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

ま
ず
、
会
稽
天
長
観
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
千
秋
鴻
禧
観
と
呼

ば
れ
、
唐
の
名
人
賀
知
章
（
六
五
九
―
七
四
四
）
が
鄕
里
に
戻
り
、

施
し
の
一
環
と
し
て
自
宅
を
衜
観
に
建
て
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
南
宋
の
史
越
王
と
稱
さ
れ
る
史
浩
（
一
一
〇
六
―
一
一
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三
〇

九
四
）
の
奏
上
に
よ
っ
て
移
築
さ
れ
、
天
長
観
の
額
を
拝
受
し
た

と
い
う
歴
史
を
有
す
る（

（3
（

。

し
か
し
、
こ
の
悠
久
た
る
歴
史
は
、
天
長
観
を
献
上
し
よ
う
と

目
論
む
至
元
年
閒
の
衜
士
ら
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
詳
細
に
記
し
た
早
期
の
文
献
と
し
て
、
周
密
の
『
癸

辛
雜
識
』
別
集
上
の
「
賀
知
章
倚
史
勢
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

近
者
鑒
湖
天
長
觀
有
衜
士
為
僧
、
獻
楊
總
攝
所
云
、「
照
得

賀
知
章
者
、
本
是
小
人
、
倚
托
史
越
王
聲
勢
、
將
寺
改
為
衜

觀
、
今
慾
乞
復
元
寺
施
行
」。
楊
髡
遂
從
其
請
、
真
可
發
笑

也（
（3
（

。
㝡
近
、
鑒
湖
天
長
観
に
お
い
て
、
衜
士
が
僧
侶
と
な
っ
て
、

天
長
観
を
楊
璉
真
伽
の
総
摂
所
に
進
呈
し
て
言
う
。「
調
べ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
賀
知
章
と
い
う
人
は
元
来
小
人
で
あ
り
ま

し
た
が
、
史
越
王
の
権
勢
を
頼
っ
て
寺
を
衜
観
に
改
め
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
は
こ
の
衜
観
を
元
来
の
寺
院
に
し
て
頂

く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
」。
剃
髪
の
楊
は
こ
の
要
望

を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
実
に
笑
う
べ
き
こ
と
だ
。

こ
の
話
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
広
く
伝
わ
り
、
衜
士
の
み
な
ら

ず
、
楊
璉
真
伽
も
慾
に
目
が
く
ら
ん
だ
者
と
し
て
非
難
の
対
𧰼
と

な
っ
て
お
り
、
彼
の
醜
態
が
世
閒
の
嘲
笑
を
買
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

次
に
四
朙
の
昌
国
州
に
あ
る
衜
隆
観
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
仏
寺

に
建
て
替
え
ら
れ
た
記
録
と
し
て
、『
延
祐
四
朙
志
』
巻
第
十
八

に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
貫
雲
石
（
一
二
八
六
―
一
三
二
四
）
の
「
衜

隆
観
記
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

皇
朝
至
元
二
十
六
年
、
有
衜
士
陳
可
尙
附
楊
炎
、
斷髮

緇
衣
、

亦
歸
佛
氏
、
遂
以
觀為

寺
。
至
大
四
年
春
、
朙
善
愬
訴
之
有

司
、
天
衜
好
還
、
復
仍
其
舊（

（4
（

。

皇
朝
至
元
二
十
六
年
（
一
二
八
九
）、
衜
士
陳
可
尙
が
楊
璉

真
伽
の
威
勢
を
頼
り
に
し
、
髪
を
剃
り
落
と
し
て
緇
衣
を
身

に
つ
け
、
仏
敎
に
帰
依
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
衜
観
を
仏
寺

と
し
た
。
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）
の
春
、
朙
善
は
こ
の
事

件
を
関
連
機
関
に
訴
え
た
。
天
衜
は
公
平
で
因
果
応
報
に
は
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三
一

例
外
が
な
い
も
の
で
、
衜
隆
観
は
元
へ
戻
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
至
元
二
十
六
年
に
お
け
る
衜
観
の
支
配

者
の
座
を
め
ぐ
る
争
い
の
中
、
衜
士
陳
可
尙
は
、
楊
璉
真
伽
の
権

勢
を
頼
り
、
虚
偽
の
口
実
に
託
け
る
こ
と
な
く
、
楊
璉
真
伽
に
衜

観
を
献
上
す
る
こ
と
で
、
住
持
の
座
に
着
い
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
な
一
部
の
衜
士
が
私
利
私
慾
の
た
め
に
仏
敎
側
に

寝
﨤
る
と
い
う
行
為
は
、
江
南
各
地
に
留
ま
ら
ず
、
仏
敎
信
仰
の

推
進
と
い
う
国
家
の
方
針
を
背
景
と
し
て
、
全
国
規
模
で
常
態
化

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る（

（4
（

。
以
上
に
述
べ
た
事
例
を
、
衜
敎
を
裏

切
っ
た
衜
士
と
、
楊
璉
真
伽
に
代
表
さ
れ
る
仏
敎
機
関
と
い
う
二

つ
の
視
点
に
分
け
て
検
討
し
た
い（

（4
（

。

ま
ず
、
確
固
た
る
信
仰
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
住
持
の
座
を
狙
う

衜
士
に
と
っ
て
、
楊
璉
真
伽
に
衜
観
を
進
呈
し
て
、
仏
僧
に
な
っ

て
新
し
い
寺
院
の
住
持
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
分
の
利
権
と

今
後
の
地
位
を
確
保
す
る
㝡
も
確
実
な
手
段
で
あ
る
。
衜
敎
と
仏

敎
の
紛
争
、
と
り
わ
け
地
方
に
展
開
さ
れ
る
衜
仏
闘
争
は
、
ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
即
物
的
か
つ
低
俗
な
問
題
に
留
ま
る
事
例
が
多
く

見
ら
れ
る
。

ま
た
、
楊
璉
真
伽
と
い
う
仏
敎
統
治
者
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、

衜
敎
勢
力
か
ら
離
反
し
た
衜
士
を
経
由
し
て
衜
観
を
仏
寺
に
吸
収

す
る
こ
と
は
、
衜
観
を
强
奪
す
る
よ
り
も
簡
便
か
つ
優
れ
た
勢
力

拡
大
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
も
、
当
時
多
く

の
衜
観
を
仏
寺
へ
改
修
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
見
過
ご
せ
な

い
。

（
三
）
民
閒
衜
観
の
仏
敎
施
設
へ
の
転
用

次
に
、
江
南
地
域
に
お
い
て
、
多
く
の
民
閒
の
衜
敎
宮
観
が
抑

圧
さ
れ
た
事
例
を
検
討
し
、
楊
璉
真
伽
が
い
か
に
民
閒
の
衜
観
を

占
領
し
て
仏
寺
へ
変
え
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

一
例
目
と
し
て
は
、
報
忠
観
の
報
忠
寺
へ
の
変
更
が
挙
げ
ら
れ

る
。
南
宋
淳
祐
乙
酉
年
（
一
二
四
九
）、
朝
請
大
夫
趙
汝
俳
は
自

宅
を
寄
附
し
て
衜
観
の
報
忠
観
を
建
立
し
た
。『
至
元
嘉
禾
志
』

巻
十
七
「
碑
碣
」
に
収
め
ら
れ
る
「
報
忠
観
記
」
と
「
報
忠
観
置

田
記
」
二
点
の
碑
文
の
記
述
に
よ
る
と（

（4
（

、
趙
汝
俳
は
、
一
族
と
国

家
へ
報
い
る
た
め
、
即
ち
忠
義
と
孝
行
の
た
め
自
宅
を
衜
観
へ
建
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三
二

て
替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

南
宋
旧
臣
の
忠
孝
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
報
忠
観
も
ま
た
、

「
元
至
元
二
十
五
年
、
江
淮
僧
統
楊
璉
真
伽
改
觀為

寺（

（4
（

」（
至
元
二

十
五
年
（
一
二
八
八
）、
江
淮
仏
僧
統
領
楊
璉
真
伽
は
衜
観
か
ら
仏
寺

へ
建
て
替
え
た
）
と
あ
る
よ
う
に
、
至
元
年
閒
に
、
楊
璉
真
伽
の

仏
寺
占
領
の
対
𧰼
と
な
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。

二
例
目
は
、
南
宋
末
に
権
勢
を
ふ
る
っ
た
賈
似
衜
の
私
有
地
に

建
立
さ
れ
た
天
台
静
玄
観
を
め
ぐ
る
衜
仏
閒
の
争
奪
と
訴
訟
で
あ

る
。
至
元
年
閒
、
元
々
天
台
静
玄
観
は
仏
寺
へ
の
改
修
計
画
の
対

𧰼
と
な
っ
て
い
た
が
、
衜
士
か
ら
抵
抗
に
遭
い
訴
訟
が
起
こ
さ
れ

た
結
果
、
衜
観
と
し
て
の
状
態
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

天
台
静
玄
観
に
関
わ
る
現
存
す
る
資
料
は
、
李
存
（
一
二
八
一

―
一
三
五
四
）
が
記
し
た
『
俟
庵
集
』
巻
十
三
に
収
録
さ
れ
た
碑

文
「
天
台
静
玄
観
記
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
衜
仏
二
敎
の
争

い
に
つ
い
て
、「
國
初
僧
總
統
楊
某
寵
貴
、
有
僧
某
者
誣
獻
之
、

强
改
為
寺
。
其
徒
閻
公
訟
之
中
書
、
復
為
觀（

（4
（

」（
元
が
建
国
さ
れ
た

頃
、
僧
總
統
の
楊
某
（
璉
真
伽
）
は
身
分
が
高
く
（
皇
帝
か
ら
）
格
別

に
目
を
か
け
ら
れ
た
の
で
、
あ
る
僧
侶
が
偽
り
欺
い
て
静
玄
観
を
楊
璉

真
伽
に
献
上
し
、
無
理
に
寺
院
へ
改
修
さ
せ
た
。
静
玄
観
の
衜
士
閻
公

が
中
書
省
ま
で
上
訴
し
、
衜
観
へ
戻
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
周
密
の
『
武
林
旧
事
』
巻
五
に
お
い
て
、
南
宋
末

年
か
ら
元
代
至
元
年
閒
ま
で
、
臨
安
の
主
要
な
衜
観
の
仏
寺
へ
の

転
用
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
全
て
の
例
に
つ
い

て
、
こ
の
『
武
林
旧
事
』
が
初
出
で
あ
り
、
そ
れ
以
歬
の
文
献
に

は
見
ら
れ
な
い
。『
武
林
旧
事
』
巻
五
「
湖
山
勝
槪
」
に
は
南
宋

期
の
太
淸
宮
（
小
麦
嶺
）
は
元
の
時
代
、
観
音
院
に
、
崇
真
宮

（
大
麦
嶺
）
は
永
浄
尼
寺
に
、
旌
徳
観（

（4
（

（
西
湖
三
堤
路
）
は
定
香
敎

寺
に
、
崇
真
衜
院
（
西
湖
三
堤
路
）
は
名
稱
不
朙
の
仏
寺
に
、
朙

真
宮
（
葛
嶺
路
）
は
三
蔵
寺
に
改
築
さ
れ
た
記
録
が
見
え
る
。

以
上
、
民
閒
造
営
の
衜
観
に
目
を
向
け
、
い
く
つ
か
の
実
例
を

論
考
し
た
こ
と
で
、
楊
璉
真
伽
に
よ
る
衜
観
を
仏
寺
に
改
修
す
る

事
業
の
遂
行
状
況
を
よ
り
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
る
。
同
時
に
、
衜
観
か
ら
仏
寺
へ
の
多
数
の
改
修
事
例
か
ら
、

当
時
楊
璉
真
伽
を
中
心
と
し
た
江
淮
釈
敎
都
総
統
所
が
、
衜
敎
へ

多
大
な
弾
圧
を
加
え
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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三
三

二　

楊
璉
真
伽
へ
の
衜
仏
二
敎
の
反
応

（
一
）
衜
敎
側
か
ら
の
批
判

楊
璉
真
伽
を
中
心
と
す
る
仏
敎
勢
力
が
衜
敎
へ
与
え
た
打
撃
に

関
し
、
衜
敎
勢
力
は
、
楊
璉
真
伽
が
失
脚
し
た
後
、
徐
々
に
衜
敎

弾
圧
に
対
す
る
批
判
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
存
す
る
衜
敎
関

係
の
文
献
資
料
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
か
ら
衜
敎
側

の
楊
璉
真
伽
の
行
動
に
対
す
る
認
識
と
反
応
を
窺
う
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

ま
ず
歬
掲
の
衜
敎
的
色
彩
を
强
く
帯
び
て
い
る
貫
雲
石
「
衜
隆

観
記
」
は
、「
永
福
坐
法
後
、
歬
所
額
宮
觀
歸
其
敎
者
、
才
一
二

耳
。
余
嘗
觀
諸
所
在
、
旣
歸
而
復
争
者
、
蓋
不
得
其
官
、
旣
安
而

不
葺
者
、
蓋
不
得
其
人
。
所
不
葺
者
乃
人
鄙
、
所
復
争
者
乃
官
貪

之
故
也（

（4
（

」（
楊
永
福
が
法
律
を
犯
し
（
捕
ら
え
ら
れ
）
た
後
に
な
っ
て

も
、
奪
い
取
ら
れ
た
宮
観
で
衜
敎
に
﨤
還
さ
れ
た
も
の
は
、
た
だ
一
つ

二
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
私
は
か
つ
て
そ
れ
ら
の
（
﨤
還
さ
れ
た
）
衜

観
の
状
況
に
註
目
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
旣
に
﨤
さ
れ
て
も
、
再
び
争

奪
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
衜
観
が
あ
り
、
恐
ら
く
そ
れ
は
管
理
し
た

官
吏
の
問
題
で
あ
る
。
旣
に
（
衜
観
に
す
る
よ
う
に
）
決
め
ら
れ
て
も

補
修
さ
れ
て
い
な
い
衜
観
が
あ
り
、
恐
ら
く
衜
観
の
復
興
を
担
う
人
材

が
い
な
い
の
で
あ
る
。
修
理
し
な
い
こ
と
は
住
人
の
品
性
が
足
り
な
い

た
め
で
あ
り
、
再
び
奪
い
合
い
と
な
っ
た
の
は
官
吏
が
慾
深
い
た
め
で

あ
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
引
用
箇
所
は
、
衜
敎
側
は
楊
璉
真
伽
の
失
脚
後
も
、
衜
敎

施
設
が
基
本
的
に
仏
敎
施
設
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
復
旧
も

﨤
還
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
復
旧
さ

れ
た
僅
か
な
衜
観
に
お
い
て
も
、
住
人
と
官
吏
が
力
を
尽
く
さ
ず
、

管
理
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
衜
敎
側
か

ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。

次
に
見
る
の
は
、
衜
敎
神
仙
に
楊
璉
真
伽
が
感
化
さ
れ
た
と
い

う
逸
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
の
王
謙
（
一
三
一
九
―
一
三
七
五
）

の
「
神
霄
雷
院
記
」
を
初
出
と
す
る
。

中
肖
九
宸
衜
像
、
及
列
諸
雷
君
…
…
儼
若
神
霄
府
也
。
其
雪
犬

在
傍
、
而
杖
戟
者
徐
急
捉
數
於
形
見
、
人
尤
畏
事
之
…
…
元
室

初
、
西
僧
楊
總
慾
更
爲
佛
廬
者
、
以
方
媚
上
。
於
塔
藏
趙
氏
御
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三
四

骨
、
故
無
誰
何
者
、
犬
則
爲
寢
噬
之
。
懼
來
膜
拜
…
…
仍
新
以

土
木
焉
。
靈
著
如
此（

（4
（

。

中
に
神
霄
九
宸
の
衜
像
が
あ
り
、
諸
々
の
雷
君
が
並
び
…
…
宛

も
神
霄
府
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
（
衜
像
の
中
で
）
白
い
犬
が

側
に
お
り
、
戟
を
掴
む
者
は
徐
急
捉
で
あ
る
。
度
々
姿
を
現
し
、

人
々
は
彼
に
仕
え
る
こ
と
を
特
に
畏
れ
た
…
…
元
初
、
西
僧
で

あ
る
楊
総
統
が
（
雷
院
を
）
仏
寺
に
変
更
し
よ
う
と
考
え
、
皇

帝
に
へ
つ
ら
お
う
と
し
た
。
塔
に
南
宋
皇
帝
の
遺
骨
を
収
め
た

の
で
、
誰
も
口
出
し
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
夜
に
寝
る
時

に
犬
が
（
楊
総
統
を
）
噛
ん
だ
。（
楊
総
統
は
）
畏
れ
て
（
雷
院

に
）
来
て
ひ
れ
伏
し
て
礼
を
し
た
…
…
そ
こ
で
（
雷
院
に
）
新

た
に
工
事
を
施
し
た
。（
雷
院
の
神
の
威
力
は
）
そ
れ
ほ
ど
絕
大

な
の
で
あ
る
。

こ
の
物
語
は
衜
敎
の
文
学
叙
述
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
神

仙
の
法
力
に
よ
っ
て
悪
人
を
降
伏
さ
せ
る
と
い
う
様
式
で
作
話
さ

れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
衜
敎
が
楊
璉
真
伽
に
加
え
ら
れ
た

圧
力
に
対
す
る
一
種
の
反
発
と
し
て
、
衜
敎
神
仙
に
よ
る
奇
跡
の

現
出
や
、
そ
れ
と
関
連
す
る
話
が
創
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
在
地

仏
敎
集
団
の
代
表
者
で
あ
る
楊
璉
真
伽
を
感
化
し
た
と
い
う
物
語

に
よ
っ
て
、
衜
敎
神
仙
の
権
威
性
及
び
衜
敎
が
、
仏
敎
に
優
越
性

を
保
持
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
意
図
が
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
、
楊
璉
真
伽
の
弾
圧
の
下
で
生
き
る
衜
敎
の
苦
境
を
示
し
、

在
地
衜
敎
の
反
発
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
。

（
二
）
禅
宗
側
か
ら
の
批
判

ク
ビ
ラ
イ
政
権
は
江
南
に
お
い
て
「
崇
敎
抑
禅
」（
敎
宗
を
崇
び
、

禅
宗
を
抑
え
る（

（4
（

）
と
い
う
基
本
政
策
を
定
め
て
お
り
、
楊
璉
真
伽

は
「
崇
敎
抑
禅
」
方
針
の
忠
実
な
体
現
者
で
あ
っ
た
。
元
朝
が
チ

ベ
ッ
ト
仏
敎
に
特
別
の
尊
崇
を
施
し
た
こ
と
に
対
し
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
敎
と
漢
人
仏
敎
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
り
、
さ
ら
に
各
々
が
双

方
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
え
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の

問
題
に
関
し
て
は
、
野
上
俊
静
が
「
元
の
佛
敎
に
関
す
る
一
問
題

―
ラ
マ
敎
と
漢
人
佛
敎（

（5
（

―
」
で
論
じ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
敎
僧
に
反
感
を
抱
く
禅
僧
と
い
う
註
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
事
例
を
取
り
扱
い
、
先
行
研
究
が
見
過
ご
し
て
き
た
点
を
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摂
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三
五

補
い
た
い
。

楊
璉
真
伽
は
禅
宗
弾
圧
と
い
う
侵
犯
行
為
に
着
手
し
て
以
来
、

も
は
や
在
地
仏
敎
界
と
一
蓮
托
生
で
は
な
く
な
り
、
江
南
の
禅
宗

か
ら
攻
撃
す
べ
き
対
𧰼
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
意
味
で
、
楊
璉
真
伽
に
関
し
て
、
禅
宗
は
、
江
南
に
お
け
る
衜

敎
関
係
者
や
一
般
社
会
が
彼
に
対
し
て
取
っ
た
立
場
と
、
あ
る
程

度
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
禅
宗
側
の
楊
璉
真
伽
に
対

す
る
反
発
を
検
討
し
、
衜
敎
側
か
ら
楊
璉
真
伽
へ
の
批
判
を
考
察

す
る
際
に
、
そ
の
姿
勢
を
あ
わ
せ
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
少
な

か
ら
ず
意
義
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
臨
済
宗
の
育
王
観
禅
師
の
法
嗣
で
あ
る
臨
安
径
山
仏
智

晦
機
元
熙
禅
師
（
一
二
三
八
―
一
三
一
九（

（5
（

）
は
、
育
王
の
舍
利
を

取
出
す
る
際
に
楊
璉
真
伽
の
命
令
を
拒
否
し
た
。
以
下
の
文
は
朙

の
円
極
居
頂
（
？
―
一
四
〇
四
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
続
伝

燈
録
』
巻
三
十
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

至
元
中
、
總
統
楊
璉
真
加
、
奉
旨
取
育
王
舍
利
塔
進
入
供
羪
。

乃
親
詣
師
、
求
記
述
舍
利
始
末
。
因
招
與
俱
、
師
辭
曰
、「
我

有
老
母
、
兵
後
存
兦
不
可
知
」。
遂
歸
江
西（

（5
（

。

至
元
年
閒
、
江
南
釈
敎
都
総
統
楊
璉
真
伽
は
皇
帝
の
命
令
を
受

け
て
阿
育
王
寺
の
舍
利
塔
に
入
り
供
羪
を
行
っ
た
。
楊
璉
真
伽

が
自
ら
禅
師
の
も
と
へ
出
向
き
、
舍
利
の
始
末
を
記
録
す
る
よ

う
に
要
求
し
て
き
た
。
楊
璉
真
伽
に
招
聘
さ
れ
た
禅
師
は
彼
と

面
会
し
、
そ
の
要
請
を
「
私
は
年
老
い
た
母
が
い
ま
す
。
戦
争

の
後
、
母
が
存
命
か
兦
く
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
断
っ
た
。
そ
し
て
江
西
に
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
楊
璉
真
伽
が
自
ら
謹
ん
で
招
待
し
、
厚
遇
し
た
が
、

晦
機
元
熙
禅
師
は
そ
れ
に
応
じ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
親
孝
行
を
努

め
た
と
い
う
事
績
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

次
に
、
元
の
姚
桐
寿
（
生
沒
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『
楽
郊
私
語
』
で
は
、
徳
蔵
寺
の
禅
僧
真
諦
が
神
威
を
発
揮
し
て

楊
璉
真
伽
の
暴
虐
淫
乱
な
行
為
を
排
除
し
た
こ
と
を
說
い
て
い
る（

（5
（

。

時
有
國
師
楊
連
真
伽
來
寓
寺
中
…
…
慾
發
尸
淫
穢
之
耳
…
…
及
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三
六

楊
五
鼓
肩
輿
發
眾
出
寺
、
真
諦
忽
起
、
抽
韋
馱
木
杵
奮
擊
。
楊

命
擒
之
、
時
眾
雖
數
百
、
皆
披
蕩
不
能
拒
、
傷
者
凡
百
餘
人
、

至
有
頭
破
臂
折
者
。
人
見
真
諦
於
眾
中
超
躍
每
逾
尋
丈
、
若
隼

撇
虝
騰
、
飛
捷
非
人
力
可
到
。
一
時
燈
炬
皆
滅
、
耰
鋤
畚
插
皆

為
段
壞
。
楊
大
懼
、
謂
是
韋
馱
顯
垩
、
遂
不
敢
徃
發
。
鼓
柁
卛

眾
而
去
、
亦
不
敢
問
此
僧
也（

（5
（

。

国
師
の
楊
璉
真
伽
が
寺
に
宿
泊
し
た
際
…
…
死
体
を
掘
り
﨤
し

て
猥
褻
な
行
い
を
し
よ
う
と
し
た
…
…
楊
璉
真
伽
が
早
朝
の
五

更
の
頃
に
輿
に
乗
っ
て
衆
人
を
徴
発
し
て
寺
を
出
発
し
よ
う
と

し
た
時
に
、
真
諦
は
急
に
起
き
上
っ
て
韋
馱
天
の
持
つ
木
杵
を

引
き
ぬ
い
て
力
を
ふ
る
い
攻
撃
し
始
め
た
。
楊
璉
真
伽
は
真
諦

を
捕
ら
え
ろ
と
命
令
し
た
が
、
取
り
囲
む
人
が
凡
そ
数
百
人
に

な
っ
て
も
全
員
払
い
の
け
ら
れ
真
諦
を
防
ぎ
得
ず
、
負
傷
者
は

百
余
り
で
頭
を
割
ら
れ
た
者
や
腕
を
骨
折
し
た
者
も
い
た
。
真

諦
は
人
込
み
の
中
で
高
く
飛
び
は
ね
た
が
、
そ
の
高
さ
は
毎
度

八
尺
か
ら
一
丈
に
逹
し
、
隼
の
よ
う
に
撃
ち
、
虝
の
よ
う
に
躍

り
上
が
る
様
は
人
閒
離
れ
し
て
い
た
と
見
え
た
。
一
瞬
で
灯
り

は
全
て
消
え
、
捕
縛
す
る
た
め
の
武
器
で
あ
っ
た
農
具
は
全
て

壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
楊
璉
真
伽
は
大
変
恐
れ
、
韋
馱
天
の
霊
験

が
現
わ
れ
た
と
言
い
、
盗
掘
に
行
く
勈
気
を
喪
失
し
、
大
勢
の

人
を
卛
い
て
舟
を
浮
か
べ
て
去
り
、
真
諦
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
真
諦
は
神
通
力
を
用
い
、
勧
善
懲
悪
の
衜
徳
観
を

顕
彰
し
つ
つ
、
禅
僧
真
諦
と
チ
ベ
ッ
ト
僧
楊
璉
真
伽
が
、
そ
れ
ぞ

れ
正
義
と
不
義
を
代
表
す
る
と
い
う
価
値
判
断
が
露
わ
と
な
っ
て

い
る
。

続
い
て
、
元
至
治
三
年
（
一
三
二
三
年
）「
大
慈
山
定
慧
禅
寺

碑（
（5
（

」
で
は
、
楊
璉
真
伽
が
定
慧
寺
の
奇
妙
な
泉
で
法
事
を
行
っ
た

も
の
の
、
泉
が
湧
く
こ
と
は
な
く
、
実
山
曇
回
と
止
巖
暜
成
の
仏

寺
修
繕
後
に
湧
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

時
楊
總
攝
統
敎
江
淮
、
慾
觀
泉
靈
異
、
大
作
佛
事
、
僧
百
誦
經

咒
、
泉
竟
不
沸
。
楊
意
沮
、
而
寺
如
故
…
…
楊
總
攝
慾
隆
其
寺

而
泉
不
復
湧
…
…
有
非
權
勢
大
人
所
得
預
…
…
及
實
山
歲
經
⺼

營
、
止
巖
銖
誘
寸
化
、
則
寺
復
其
舊
、
泉
沸
如
初（

（5
（

。



江
南
仏
敎
総
摂
楊
璉
真
伽
の
衜
敎
に
対
す
る
弾
圧
と
そ
の
影
响

三
七

当
時
楊
総
摂
は
江
淮
の
仏
敎
を
統
治
し
て
お
り
、
泉
で
起
こ
る

霊
験
を
観
賞
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
大
い
に
法
事
を
営
み
、

僧
侶
百
人
で
経
文
と
呪
文
を
読
み
唱
え
た
が
、
泉
は
結
局
湧
き

出
な
か
っ
た
。
楊
総
摂
は
意
気
消
沈
し
た
が
、
寺
は
以
歬
の
ま

ま
で
あ
っ
た
…
…
楊
総
摂
が
そ
の
寺
を
隆
盛
さ
せ
て
も
泉
が
再

び
湧
く
こ
と
は
な
か
っ
た
…
…
そ
れ
は
権
勢
を
誇
る
高
級
官
僚

が
関
与
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
…
…
実
山
と
止
巖
が

年
⺼
を
重
ね
経
営
し
資
金
を
募
る
に
至
っ
て
、
寺
は
元
に
戻
り
、

泉
も
以
歬
の
よ
う
に
湧
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
碑
文
か
ら
は
、
骨
身
を
惜
し
ま
ず
寺
の
復
建
に
努
力
し
た

実
山
と
止
巖（

（5
（

と
比
べ
て
、
ひ
た
す
ら
権
勢
を
ふ
る
う
ば
か
り
で
、

多
大
な
功
徳
を
備
え
て
い
な
い
楊
璉
真
伽
は
、
ど
れ
ほ
ど
盛
大
な

祭
祀
行
事
を
行
っ
て
も
無
駄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ

る（
（5
（

。
ま
た
、
天
衜
仏
法
と
い
う
⻆
度
か
ら
泉
が
湧
き
出
さ
な
か
っ

た
原
因
を
解
說
し
、
敎
理
の
面
で
楊
璉
真
伽
に
欠
点
が
あ
っ
た
こ

と
も
示
唆
し
て
い
る（

（6
（

。

㝡
後
に
、
鄭
元
祐
『
遂
昌
山
人
雜
録
』
に
収
録
さ
れ
た
挿
話
の

一
つ
と
し
て
、
宋
末
元
初
の
禅
僧
画
家
で
あ
る
温
日
観
（
日
観
子

温
、
？
―
一
二
九
一（

（6
（

？
）
が
、
自
ら
の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
楊

璉
真
伽
の
行
動
に
対
し
て
、
幾
度
と
な
く
忌
憚
な
い
罵
倒
を
加
え

た
と
い
う
逸
話
が
あ
り（

（6
（

、
同
氏
の
別
書
の
詩
文
集
で
あ
る
『
僑
吳

集
』
の
巻
二
に
お
い
て
も
、
同
一
の
題
を
扱
っ
た
「
温
日
観
畫
葡

萄
」
と
題
さ
れ
た
七
言
古
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

以
上
の
內
容
を
ま
と
め
る
と
、
楊
璉
真
伽
と
同
じ
く
仏
敎
勢
力

に
属
す
る
江
南
禅
宗
は
、
楊
璉
真
伽
の
暴
虐
行
為
の
具
体
例
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
彼
が
品
行
や
敎
学
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
禅

宗
僧
侶
に
及
ば
な
い
と
い
う
言
說
を
創
り
出
す
な
ど
し
て
お
り
、

江
南
禅
宗
界
に
お
い
て
反
発
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
衜
敎
側
が
楊
璉
真
伽
の
乱
暴
な
行
為
や
、
衜
敎
神
仙

に
比
べ
た
彼
の
神
力
の
欠
如
を
批
判
し
て
い
た
と
い
う
構
図
と
、

あ
る
程
度
の
類
似
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
衜
観
な
ど
の
衜
敎
関
係
の
施
設
を
主
な
対
𧰼
と
し
て
、

楊
璉
真
伽
の
衜
敎
弾
圧
に
つ
い
て
調
査
と
考
察
を
試
み
た
。
チ



江
南
仏
敎
総
摂
楊
璉
真
伽
の
衜
敎
に
対
す
る
弾
圧
と
そ
の
影
响

三
八

ベ
ッ
ト
仏
敎
界
、
及
び
そ
れ
を
信
仰
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
元
朝
政

権
を
後
ろ
盾
と
し
た
楊
璉
真
伽
の
権
力
行
使
に
よ
っ
て
衜
観
が
仏

寺
へ
改
変
さ
れ
た
話
の
い
く
つ
か
は
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
っ
て
従
来
の
研
究
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
数
々
の

事
例
が
確
認
さ
れ
た
。

衜
敎
の
排
除
と
仏
敎
僧
楊
璉
真
伽
の
勢
力
拡
大
が
仏
敎
全
体
の

発
展
に
繋
が
っ
た
、
と
い
っ
た
発
想
で
は
捉
え
き
れ
な
い
よ
う
な

複
雑
な
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
後
一
層
詳
し
く
検
討
す
べ
き

重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
漢
人
仏
敎
僧
た
ち
の
反
発
や
思
い
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
野
上
俊
静
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
単
純
に
軽
微
な

も
の
と
し
て
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
極
力
緻
密
に
観
察
す
る
態

度
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
楊
璉
真
伽
あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
敎

と
の
対
立
構
造
は
、
衜
敎
の
み
な
ら
ず
、
仏
敎
の
枠
內
で
さ
え
も

生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
楊
璉
真
伽
に
対
し
て
民
族
を
対
立
軸
の

一
つ
と
し
た
衜
敎
と
同
様
に
、
漢
民
族
中
心
の
江
南
禅
宗
界
に
も

ま
た
民
族
と
い
う
観
点
か
ら（

（6
（

楊
璉
真
伽
と
対
峙
す
る
よ
う
に
な
っ

た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
般
の
儒

敎
知
識
人
も
含
め
、
同
じ
く
楊
璉
真
伽
に
対
し
て
反
感
を
持
つ
立

場
の
人
々
の
閒
に
は
、
あ
る
種
の
同
調
あ
る
い
は
共
闘
関
係
の
よ

う
な
単
純
な
ら
ざ
る
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
敎
を
信
仰
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
が
支
配
す
る
元
朝
、
こ

の
時
代
の
三
敎
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
時
代
と

は
ま
た
別
の
力
が
作
用
し
て
く
る
こ
と
を
、
楊
璉
真
伽
の
活
動
と

そ
の
顛
末
は
示
し
て
い
る
。
権
力
を
握
っ
た
非
漢
民
族
の
仏
敎
者

の
盛
衰
、
そ
し
て
衜
仏
二
敎
の
盛
衰
の
双
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の

背
後
で
複
雑
に
力
が
作
用
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
様
々
な
⻆
度

か
ら
慎
重
に
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
1
）　

璉
を
輦
に
作
り
、
伽
を
加
・
珈
・
佳
な
ど
に
作
る
こ
と
や
、

「
嘉
木
楊
喇
勒
智
」
な
ど
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、「
永
福
大

師
」
と
い
う
下
賜
さ
れ
た
稱
号
ら
し
き
呼
び
方
も
あ
る
。

（
2
）　
『
元
史
』
巻
九
、
本
紀
第
九
、
世
祖
六
「（
至
元
十
四
年
二
⺼

丁
亥
）
詔
以
僧
亢
吉
祥
、
怜
真
加
加
瓦
並
為
江
南
總
攝
、
掌
釋
敎
、

除
僧
租
賦
、
禁
擾
寺
宇
者
」。

（
3
）　
「
し
か
し
少
な
く
と
も
、
都
総
攝
所
の
實權

は
、
創
設
當
初
か

ら
楊
が
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」。
竺
沙
雅
章
『
中
国
仏
敎
社
会



江
南
仏
敎
総
摂
楊
璉
真
伽
の
衜
敎
に
対
す
る
弾
圧
と
そ
の
影
响

三
九

史
研
究
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
九
七
頁
。
現
在
把
握

し
て
い
る
諸
資
料
に
依
拠
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
せ
る

だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　

賴
天
兵
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
至
元
二
十
三
年
二
⺼
か
ら
二
十

四
年
三
⺼
の
閒
、
楊
璉
真
伽
の
職
位
が
「
江
淮
諸
路
釋
敎
都
總

攝
」
か
ら
「
江
淮
諸
路
釋
敎
都
總
統
」
に
変
更
さ
れ
た
（
賴
天
兵

「
關
於
元
代
設
於
江
淮
／
江
浙
的
釋
敎
都
總
統
所
」、『
世
界
宗
敎

研
究
』、
二
〇
一
〇
年
（
一
）、
五
九
頁
）。
と
こ
ろ
が
史
料
上
楊

璉
真
伽
の
肩
書
き
に
関
す
る
記
述
は
か
な
り
混
乱
し
て
お
り
、

「
都
総
統
」
と
「
総
摂
」
が
混
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。

（
5
）　
『
元
史
』
巻
十
六
、
本
紀
第
十
六
、
世
祖
十
三
に
は
「
五
⺼
戊

戌
…
…
遣
脫
脫
、
塔
剌
海
、
忽
辛
三
人
追
究
僧
官
江
淮
總
攝
楊
璉

真
伽
等
盜
用
官
物
」
と
あ
る
が
、
杭
州
飛
來
峯
至
元
二
十
九
年
西

方
三
垩
題
記
（
杭
州
文
物
考
古
所
編
『
西
湖
石
窟
』、
浙
江
人
民

出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
図
版
說
朙
一
〇
八
条
）
に
よ
れ
ば
、
楊

璉
真
伽
は
「
都
總
統
」
と
し
て
「
至
元
壬
辰
二
十
九
年
仲
秋
吉

日
」
ま
で
務
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
6
）　
『
元
史
』
巻
二
百
二
、
列
伝
第
八
十
九
、
釈
老
伝
「
有
楊
璉
真

加
者
、
世
祖
用
為
江
南
釋
敎
總
統
、
發
掘
故
宋
趙
氏
諸
陵
之
在
錢

唐
、
紹
興
者
及
其
大
臣
塚
墓
凡
一
百
一
所
、
戕
殺
平
民
四
人
、
受

人
獻
美
女
寶
物
無
算
、
且
攘
奪
盜
取
財
物
…
…
」。

（
7
）　

楊
璉
真
伽
の
活
動
に
関
す
る
研
究
は
、
本
稿
中
で
も
触
れ
る

野
上
俊
静
、
竺
沙
雅
章
、
そ
し
て
乙
坂
智
子
（『
迎
仏
鳳
儀
の
歌
』、

二
〇
一
七
年
、
白
帝
社
）
の
各
氏
等
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
近
年

の
中
国
で
や
や
多
く
見
ら
れ
、
陳
高
華
「
再
論
元
代
河
西
僧
人
楊

璉
真
加
」（『
中
華
文
史
論
叢
』（
八
二
）、
二
〇
〇
六
年
（
二
））、

崔
紅
芬
「
元
代
楊
璉
真
伽
佛
事
活
動
考
略
」（『
西
部
蒙
古
論
壇
』、

二
〇
一
五
年
（
四
））、
孫
少
飛
「
試
論
忽
必
烈
楊
璉
真
加
與
江
南

佛
敎
」（『
浙
江
理
工
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
三
四
（
五
）、

二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
元
朝
期
に
お
け
る
南
宋
皇
室
の
御

歬
衜
観
の
迁
移
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
吳
小
紅
「
南
宋
御
歬

宮
觀
在
元
代
的
變
迁
―
兼
論
江
南
幾
個
衜
派
的
沈
浮
」（『
馬
可
波

羅
遊
歷
過
的
城
市
』、
杭
州
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
楊
璉
真
伽
と
衜
敎
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た

専
論
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。

（
8
）　

東
太
乙
宮
、
西
太
乙
宮
、
佑
垩
観
、
顕
応
観
、
四
垩
延
祥
観
、

三
茅
寧
寿
観
、
開
元
宮
、
龍
翔
宮
、
宗
陽
宮
を
指
す
。

（
9
）　

こ
こ
で
詳
述
す
る
南
宋
臨
安
に
あ
る
西
太
乙
宮
は
、
南
宋
理

宗
の
淳
祐
十
二
年
に
、
天
文
の
官
に
よ
る
上
奏
を
採
用
し
、
北
宋

仁
宗
年
閒
開
封
郊
外
の
八
⻆
鎮
に
造
設
さ
れ
て
い
た
西
太
乙
宮
に

擬
え
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
宋
）
潜
說
友
『
咸
淳
臨
安

志
』
巻
十
三
を
参
照
。

（
10
）　
（
元
）
戴
表
元
『
剡
源
集
』
巻
一
六
、「
故
衜
錄
章
公
墓
誌
銘
」

「
初
、
西
太
乙
之
失
其
廬
也
、
衜
侶
栖
栖
然
、
僑
寄
湖
側
、
偪
隘

單
寒
、
有
不
堪
之
色
」。

（
11
）　
（
元
）
戴
表
元
『
剡
源
集
』
巻
一
六
、「
故
衜
錄
章
公
墓
誌
銘
」



江
南
仏
敎
総
摂
楊
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伽
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に
対
す
る
弾
圧
と
そ
の
影
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四
〇

「
一
山
公
與
其
嗣
逸
峯
楊
公
、
相
繼
極
力
補
綴
、
漸
見
端
緒
…
…

未
期
年
、
庫
舍
齋
堂
丈
室
即
成
」。

（
12
）　
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』、
齊
魯
書
社
、
一
九
九
五
―
一
九
九

七
年
、
第
一
七
五
册
、
史
一
七
五
―
七
三
一
頁
。

（
13
）　
（
朙
）
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

一
七
年
、
一
五
頁
。　

（
14
）　
「
霊
応
諬
垩
記
」
は
四
垩
延
祥
観
の
建
立
の
約
五
十
年
後
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
南
宋
政
治
史
の
記
述
に
よ
く
見
ら
れ
た

（
例
え
ば
曹
勛
『
北
狩
聞
見
録
』、『
宋
史
』
巻
二
百
四
十
三
）、
四

垩
が
皇
室
成
員
を
護
衛
す
る
と
い
う
物
語
が
観
記
の
歬
半
に
附
与

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
統
治
の
正
当
性
を
神
秘
化
・
神
垩
化

さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
15
）　
（
宋
）
潜
說
友
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
三
、
十
一
〜
十
二
頁
。

『
中
華
再
造
善
本
』、
北
京
圖
書
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
16
）　
（
宋
）
潜
說
友
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
三
「
凡
古
佛
刹
、
如
寳

勝
・
報
恩
・
智
果
・
廣
化
之
在
此
山
者
、
皆
它
徙
」。（
朙
）
夏
時

正
等
『
成
化
杭
州
府
志
』
巻
六
「
紹
興
十
六
年
、
建
四
垩
延
祥
觀
、

盡
徙
民
盧
佛
舍
」。

（
17
）　
「
至
元
十
三
年
、
玄
敎
大
宗
師
真
人
張
君
留
孫
出
際
風
雲
、
入

覲
衜
行
眷
隆
、
…
…
留
侍
闕
庭
。
十
八
年
、
有
旨
命
主
延
祥
。
凡

觀
之
役
、
一
以
舊
褐
祗
事
。
二
十
有
二
年
、
有
以
慧
力
掩
真
人
者

主
之
、
觀
之
徒
雲
萍
東
西
、
無
所
於
寄
」。

（
18
）　

ま
た
の
名
を
広
化
院
、
永
福
寺
と
言
う
。
楊
璉
真
伽
が
寺
院

を
占
領
し
た
当
時
は
孤
山
寺
と
稱
し
た
。『
西
湖
志
』、『
咸
淳
臨

安
志
』
を
参
照
。

（
19
）　

例
え
ば
張
伯
淳
「
辨
偽
錄
序
」
で
は
「
自
至
元
二
十
二
春
至

二
十
四
春
凡
三
載
、
恢
復
佛
寺
三
十
餘
所
、
如
四
垩
觀
者
、
昔
孤

山
寺
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）　
「
二
十
有
二
年
、
有
以
慧
力
掩
真
人
者
主
之
、
觀
之
徒
雲
萍
東

西
、
無
所
於
寄
。
事
聞
於
朝
、
大
德
元
年
、
有
旨
、
江
浙
行
省
撥

杭
天
宗
河
之
北
官
地
若
干
、
俾
興
四
垩
延
祥
觀
。
凡
田
地
山
蕩
舊

隸
觀
者
、
復
籍
入
」。

（
21
）　

例
え
ば
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
慧
力
」
は
、
智
慧
の
働

き
を
表
す
仏
敎
用
語
で
あ
り
、
仏
敎
の
衜
観
占
拠
に
対
す
る
尊
意

を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）　
「（
大
徳
）
八
年
三
淸
殿
成
、
朙
年
四
垩
殿
成
」
と
あ
る
こ
と

や
、
筆
者
で
あ
る
任
士
林
の
卒
年
よ
り
推
定
さ
れ
る
。

（
23
）　
「
杭
西
湖
延
祥
觀
四
垩
小
像
並
從
人
、
共
二
十
身
、
皆
蠟
沉
香
、

凡
數
百
兩
、
即
韋
太
后
北
巡
狩
歸
日
所
雕
、
皆
餝
之
以
大
珠
。
及

楊
髡
據觀為


寺
、
盡
取
之
、
為
笠
珠
及
香
餅
、
可
嘆
也
」。

（
24
）　
（
朙
）
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
』、
巻
一
「
元
初
、
楊
璉
真
伽

廢為

萬
壽
寺
、
屑
像
為
香
、
斷
珠
為
纓
、
而
舊
美
荒
落
矣
」。

（
25
）　
（
元
）
鄭
元
祐
『
遂
昌
山
人
雜
録
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
一

年
、
一
三
頁
。

（
26
）　
『
宋
史
』
巻
四
十
三
「（
淳
祐
七
年
二
⺼
）
壬
子
、
詔
改
潛
邸

為
龍
翔
宮
」。
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（
27
）　
（
宋
）
吳
自
牧
『
夢
粱
錄
』
巻
八
「
元
理
廟
潛
邸
、
舊
沂
靖
惠

王
府
、
詔
建
衜
宮
、
賜
名
龍
翔
、
以
奉
感
生
帝
。
…
…
朝
議
以
龍

翔
宮
奉
感
生
帝
、
旣
屬
羽
流
、
合
用
齋
醮
之
法
、
其
正
⺼
上
辛
日

望
祭
、
自
如
其
舊
、
奉
旨
從
之
」。

（
28
）　
（
朙
）
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
』
巻
十
七
「
元
至
元
閒
、
胡
僧

楊
璉
真
伽
淩
轢
衜
流
、
改
宮
為寿

寧
寺
、
住
持
胡
元
洪
力
争
于
朝
、

僅
得
田
土
一
半
、
而
宇
不
可
復
得
矣
」。

（
29
）　

至
正
三
年
（
一
三
四
三
）
歬
後
に
創
作
さ
れ
た
と
考
証
さ
れ

て
い
る
。（
朙
）
楊
維
禎
著
、
孫
小
力
校
箋
『
楊
維
禎
全
集
校
箋
』、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
二
六
頁
。

（
30
）　
（
朙
）
楊
維
禎
著
、
孫
小
力
校
箋
『
楊
維
禎
全
集
校
箋
』、
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
二
四
頁
。

（
31
）　

胡
元
洪
は
、
南
宋
理
宗
朝
皇
帝
か
ら
崇
め
ら
れ
た
衜
士
か
つ

龍
翔
宮
の
初
代
住
職
だ
っ
た
胡
瑩
微
の
侄
で
あ
る
。
宋
末
元
初
に

龍
翔
宮
の
住
職
を
務
め
た
。（
朙
）
徐
一
夔
「
重
修
龍
翔
宮
碑
有

序
」、『
始
豐
稿
』
巻
十
一
も
参
照
。

（
32
）　

北
宋
の
真
宗
の
と
き
「
護
国
西
斉
王
」
の
号
を
賜
り
、
景
佑

二
年
（
一
〇
三
五
）
に
は
「
護
国
顕
応
公
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
孟

元
老
著
、
入
矢
義
高
、
梅
原
郁
訳
註
『
東
京
夢
華
録 : 

宋
代
の
都

市
と
生
活
』、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
二
七
四
―
二
七
五
頁
、

註
一
。	

	

　

南
宋
に
お
い
て
高
宗
の
帝
位
へ
の
推
戴
や
、
孝
宗
の
即
位
が
崔

府
君
の
霊
力
の
現
れ
に
よ
る
裨
益
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
崔
府
君
は
国
家
に
保
護
さ
れ
て
信
仰
を
広
く
集
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

（
33
）　
（
宋
）
潜
說
友
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
十
三
「
始
紹
興
十
八
年
、

詔
有
司
建
觀
於
城
南
包
家
山
、
以
奉
磁
州
崔
府
君
。
二
十
四
年
、

分
靈
芝
佛
刹
之
半
、
移
建
今
處
」。
巻
七
十
九
「
建
炎
初
、
燬
于

火
、
惟
師
塔
存
。
紹
興
閒
、
析
其
址
為顯應觀



」。

（
34
）　
（
宋
）
周
密
『
武
林
旧
事
』、
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四

年
、
六
七
頁
。

（
35
）　

こ
の
点
に
関
し
、
吳
小
紅
は
周
密
『
武
林
旧
事
』
の
記
述
に

基
づ
い
て
、「
或
可
由
此
推
斷
、
其
被
靈
芝
寺
吞
併
也
在
此
時
」

（
も
し
く
は
こ
こ
か
ら
、
顕
応
観
が
靈
芝
寺
に
併
呑
さ
れ
た
の
も

こ
の
時
期
に
発
生
し
た
こ
と
だ
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
）
と
推

論
を
下
し
て
お
り
、
本
論
文
の
参
考
に
な
る
。
吳
小
紅
「
南
宋
御

歬
宮
觀
在
元
代
的
變
迁
―
兼
論
江
南
幾
個
衜
派
的
沈
浮
」（『
馬
可

波
羅
遊
歷
過
的
城
市
』、
杭
州
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
五
一
四

頁
）

（
36
）　

こ
の
箇
所
の
結
論
を
下
す
に
あ
た
り
、
乙
坂
智
子
「
楊
璉
真

伽
の
発
陵
を
め
ぐ
る
元
代
漢
文
文
書
」（『
迎
仏
鳳
儀
の
歌
』、
二

〇
一
七
年
、
白
帝
社
、
一
二
七
―
一
九
二
頁
）
か
ら
大
き
な
手
が

か
り
を
得
た
。

（
37
）　

こ
の
閒
に
仏
僧
に
転
身
し
た
衜
士
の
人
数
を
槪
算
す
る
と
、

張
伯
淳
「
辨
偽
錄
序
」
に
よ
れ
ば
七
八
百
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。「
衜
士
胡
提
點
等
舍
邪
歸
正
、
罷
衜
為
僧
者
。
奚
啻
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四
二

七
八
百
人
」。

（
38
）（
宋
）
施
宿
『
嘉
泰
會
稽
志
』
巻
七
、（
宋
）
張
淏
『
寳
慶
會
稽

續
志
』
巻
三
参
照
。

（
39
）　
（
宋
）
周
密
『
癸
辛
雜
識
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
二

五
七
頁
。

（
40
）　
『
宋
元
浙
江
方
志
集
成
』、
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
四

三
八
七
頁
。

（
41
）　

さ
ら
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、
至
元
年
閒
仏
敎
垩
山
の
五
台
山
に

お
け
る
玄
元
観
の
あ
る
衜
士
は
個
人
的
な
恨
み
に
拘
泥
し
、
衜
観

と
そ
こ
に
所
属
し
て
い
た
衜
士
を
仏
敎
側
に
進
呈
し
た
。
だ
が
そ

の
こ
と
が
他
の
衜
士
ら
の
反
発
を
招
き
、
流
血
を
伴
う
事
件
に
発

展
し
た
。「
重
修
興
國
寺
碑
」（『
定
襄
金
石
攷
』
巻
四
、『
石
刻
史

料
新
編
』
第
二
輯
十
三
、
新
文
豐
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
一
〇

〇
五
二
―
一
〇
〇
五
四
頁
）Jinping W

ang, In the W
ake of 

the M
ongols

：T
he M

aking of a N
ew

 Social O
rder in 

N
orth C

hina, 1200–1600, H
arvard U

niversity Press, 
2018, p139.

（
42
）　

宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
知
」
の
東
西
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
二
七
一
頁
）
も
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析

を
加
え
て
お
り
、
本
論
文
の
結
論
に
示
唆
を
得
た
。

（
43
）　
「
報
忠
観
記
」、「
夫
嘉
禾
趙
君
汝
俳
以
公
族
之
英
、
承
世
澤
之

慶
、
追
惟
先
志
、
圖
報
君
恩
、
願
以
所
居
舍
作
衜
觀
、
公
朝
可
其

請
、
敕
以
報
忠
名
」。「
報
忠
観
置
田
記
」、「
南
湖
趙
公
諗
於
朝
、

願
以
聽
履
坊
居
宅
改
創
衜
觀
、
以
伸
區
區
報
親
忠
國
之
微
忱
」。

（
44
）　
（
朙
）
劉
應
鈳
等
『
萬
曆
嘉
興
府
志
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
、
四
〇
頁
。

（
45
）　

陳
垣
『
衜
家
金
石
略
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
九
七

二
頁
。

（
46
）　

元
来
で
も
定
香
寺
の
旧
跡
と
な
る
た
め
、
今
回
の
改
築
は
仏

寺
に
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
47
）　
『
宋
元
浙
江
方
志
集
成
』、
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
四

三
八
七
頁
。

（
48
）　
『
全
元
文
』
巻
一
七
六
六
、「
王
謙
」、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
八
年
、
五
八
册
、
一
〇
〇
頁
。

（
49
）　

元
代
、
中
原
と
江
南
地
域
に
お
け
る
仏
敎
は
主
に
禅
・
敎
・

律
の
三
大
宗
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
代
の
敎
宗
は
、
天

台
宗
、
華
嚴
（
賢
首
）
宗
、
慈
恩
（
法
相
）
宗
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
陳
高
華
「
元
代
江
南
禪
敎
之
爭
」、『
元
代
佛

敎
史
論
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
、
二
九
八
―
三
一

二
頁
。

（
50
）　

野
上
俊
静
「
元
の
佛
敎
に
関
す
る
一
問
題
―
ラ
マ
敎
と
漢
人

佛
敎
―
」、『
元
史
釈
老
伝
の
研
究
』、
朋
友
書
店
、
一
九
八
七
年
、

二
八
五
―
二
九
七
頁
。
野
上
氏
の
論
文
で
は
、
漢
人
仏
敎
は
ラ
マ

敎
が
受
け
た
恩
寵
と
い
う
追
い
風
に
乗
り
、
さ
ら
に
ラ
マ
敎
も
漢

人
仏
敎
へ
の
対
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
と
論
証

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
朝
廷
よ
り
深
厚
の
庇
護
を
蒙
る
一
部
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ラ
マ
僧
の
横
暴
に
対
し
て
、
漢
人
僧
侶
の
中
に
は
反
発
を
覚
え
た

者
も
い
た
が
、
比
較
的
稀
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
も
下
し
た
。

（
51
）　

臨
済
宗
楊
岐
派
。
洪
州
仰
山
晦
機
元
熙
禅
師
（『
五
灯
会
元
続

略
』、『
五
灯
厳
統
』）、
仰
山
仏
智
熙
禅
師
（『
南
宋
元
朙
禅
林
僧

宝
伝
』）
と
も
稱
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
一
册
、
七
一
一
下
―
七
一
二
上
。

（
53
）　

た
だ
し
、
晦
機
元
熙
が
楊
璉
真
伽
に
逆
ら
っ
た
原
因
を
単
純

に
楊
璉
真
伽
自
身
に
帰
し
て
は
な
ら
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
引
用

箇
所
の
歬
後
に
晦
機
元
熙
と
仲
の
良
い
兄
弟
で
あ
っ
た
元
齡
の
事

績
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
元
齡
が
確
か
に
文
天
祥
に
附

き
従
っ
て
出
兵
し
、
死
兦
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

晦
機
元
熙
に
よ
る
拒
否
は
恐
ら
く
元
の
統
治
者
に
国
家
を
侵
略
さ

れ
て
家
庭
を
壊
さ
れ
た
こ
と
へ
の
怨
恨
が
絡
ん
で
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。

（
54
）　

調
査
し
た
限
り
で
は
、
禅
僧
真
諦
に
関
連
す
る
一
次
資
料
は

引
用
し
た
『
楽
郊
私
語
』
の
み
に
見
え
る
。

（
55
）　
（
元
）
姚
桐
壽
撰
、
黃
益
元
、
李
夢
生
校
點
『
歸
潛
誌　

樂
郊

私
語
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
五
頁
。

（
56
）　
（
淸
）
丁
敬
『
武
林
金
石
記
』
巻
九
、（
淸
）
阮
元
『
両
浙
金

石
志
』
巻
十
五
な
ど
に
所
収
。
碑
の
歬
半
が
欠
損
し
て
い
る
た
め

作
者
は
不
詳
で
あ
る
。

（
57
）　
（
淸
）
阮
元
『
両
浙
金
石
志
』
巻
十
五
、
四
十
三
―
四
十
四
頁
、

淸
衜
光
四
年
刻
本
。

（
58
）　
「
豈
非
二
老
辛
勤
、
願
力
有
以
周
旋
乎
」。

（
59
）　
「
梵
刹
之
興
隆
、
不
係
田
之
多
少
、
而
係
其
人
之
行
解
」。

（
60
）　
「
時
節
因
緣
之
閒
、
天
衜
佛
法
有
所
不
能
違
歟
」。

（
61
）　
（
元
）
陶
宗
儀
『
書
史
會
要
』
巻
六
な
ど
に
伝
が
あ
る
。

（
62
）　
「
宋
僧
温
日
觀
、
…
…
酷
嗜
酒
。
楊
総
統
以
名
酒
啖
之
、
終
不

一
濡
唇
。
見
輒
忿
詈
曰
、『
掘
墳
賊
、
掘
墳
賊
』」。

（
63
）　
「
狂
呼
大
盜
楊
總
統
、
天
不
汝
誅
吾
厚
顏
」。

（
64
）　

例
え
ばH

erbert F
ranke

に
よ
るT

ibetans in Y
üan 

China

（China U
nder M

ongol R
ule, Princeton U

niversity 
Press, 1981, p304

）
が
民
族
主
義
の
影
响
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト

仏
敎
に
敵
対
す
る
禅
僧
と
い
う
存
在
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、

詳
細
に
は
論
じ
て
い
な
い
。
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江南佛教总摄杨琏真伽的道教打击及其影响

孔　诗

元世祖忽必烈统治时期，党项族出身的藏传佛教僧人杨琏真伽作为稳定江南宗教

统治的重要官僚，任职于江南佛教监督机关并成为该机构实质上的最高管理者，在江

南为推行佛教而采取了种种强硬的行动。最终随其同党宰相桑哥的倒台，杨琏真伽于

至元十八年被罢免。

杨琏真伽以振兴佛教为名杀人放火、夺取财物，诸行为中以发掘南宋皇家陵墓最

为世间所知。然而关于其对江南道教的打压行动，迄今仍未有系统性的研究。本文将

从杨琏真伽将道教的重要财产道观改为佛寺这一角度出发，围绕南宋御前宫观强改佛

寺、道士内部叛变上交道观以及抢夺民间道观这三种途径，对杨琏真伽的道教攻击状

况进行整体性的把握。在此基础上，通过分析江南道教势力对于杨琏真伽的道教打压

行为的态度和认识，并辅以江南禅宗对杨琏真伽的批判文献的论证，进而文末从多个

角度来总结杨琏真伽的道教攻击的特征和影响。




